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情報爆発と音声アプリケーションの可能性  
-  言語処理研究者の考察  -  

 

鳥澤 健太郎† 
 
 本稿では，我々のグループでの音声質問応答システムの開発経緯を参考に，言
語処理研究者の立場から，情報爆発の音声アプリケーションの開発への影響に関
して考察を述べる．結論から言えば，Web上の膨大なテキスト等を利用すること
によって，10年前であれば絵空事でしかなかったアプリケーションを短時間で開
発する事が可能になりつつある．こうした状況で，今後，どのような研究開発を
進めるべきか，著者の見解を述べる． 
 

Infoplosion and  
Possiblity of Speech Applications 

 

Kentaro Torisawa† 
 
In this report, we would like to discuss future speech applications from the 
viewpoint of a natural language processing researcher, based on our 
observations and experiences with the development of an open domain spoken 
question answering (QA) system “Ikkyu”. By leveraging the information found 
in a huge collection of Web documents, it has become possible to create the 
type of application that was merely a distant dream ten years ago in a 
relatively short time period. We also would like to discuss our ideas for the 
future development of speech applications.  

 

1. はじめに   

	 	 情報爆発というキーワードはもうすでに一般的なタームとして受容されているよ

うに思われる．また，すでに Web 上の情報爆発は一般市民の生活を大きく変えている

事に異論のある人はすくないであろう．言語処理研究者の立場から言えば，情報爆発

によって，それ以前には不可能であったことが多数実現できるようになった．端的に

言えば，情報爆発以前の夢物語が情報爆発以降は現実のものになるということが頻繁

に起きている．	 

	 本稿では，上述のように言語処理研究の様相を変えてしまった情報爆発が音声アプ

リケーションの研究にどのように影響を及ぼすのか，言語処理研究者の立場から考察

してみたい．その際に，言語処理研究者としての著者の過去の経験，ならびに我々が

非常に短期間，そして少人数で開発をした音声質問応答システム「一休」の開発の経

緯をベースとして議論を進める．ただ，著者は音声認識については素人同然であり，

諸処，至らないところのある考察になるものと思われるが，ご容赦いただければ幸い

である．	 

2. 音声言語処理研究を取り巻く環境の変化  

	 著者が言語処理の研究を開始したのは約２０年前である．当時は，言語処理システ

ムの実用化など，機械翻訳の商品化が行われている以外は全く想像ができず，隔世の

感がある．この間のもっとも大きな変化が以下の二点であることは，言語処理研究者

の間でも異論は少ないであろう．	 

	 

1. WWWが普及し，膨大な量のテキストを言語処理の研究で容易に利用できるよ
うになった．つまり，情報爆発の恩恵をこうむることができるようになった． 

2. 言語処理のメインストリームがルールベースの手法から統計的手法へと変わっ

た． 
 
この２点は，統計的機械翻訳や情報アクセスの研究において大きなドライビングフォ

ースとなり，現在に至っている．また，以上の二点のおかげで可能となったもう一点

大きな変化は以下である．これについても研究者の間で異論はあるまい． 
 
3. 大量のテキスト，つまりコーパスを用いて開発された高精度な形態素解析器，

構文解析器がフリーで公開されるようになった．この結果，これらの基礎的処

理についてそれほど気にすることなく，意味処理等の深い言語処理の研究に集

中できるようになった． 
 
	 我々が現在研究に携わっている次の二つのリサーチトピックは上述の三点の変化を

前提としているものであり，今後，上述の３点の変化と同レベルとまではいかないま

でも大きな変化の原因となると期待しているものである． 
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A. 大量の Webテキストから「知識」を獲得できるようになり，２０年前の AI研究が
前提としていたような知識ベース，あるいはそれを越えるものを構築すること．つ

まり，WWWからの知識獲得. また，獲得された知識を活用して，高度な言語処理
アプリケーションを構築すること． [1] 

 
B. Web上のテキストの利用により大語彙，高精度な音声認識器を，過去のコスト感
覚からすればはるかにローコストで開発すること. つまり，Webベースの大語彙な
高性能音声認識器の開発. [2] 

 
	 この A,Bに関する現状の到達点については後ほど詳しく述べるが，とりあえず，こ
うしたリサーチトピックが２０年前には夢物語でしかなかったことは確認しておく．

まず，２０年前といえば，上述の２番目の変化とも関係しているが，ルールベース，

論理ベースの人工知能研究が壁に突き当たった事実が明確になり始めていた時期であ

ろう．つまり，複雑なルールの適用アルゴリズムや論理的推論を定式化することはあ

る意味いくらでも可能であるが，実際にアプリケーションを開発しようとすれば，人

の常識や知識を表した巨大な知識ベースが必要であり，それをどう作るのか全く筋道

が見えていなかった．人手で作成するのはあまりにもコストが高かったのである．当

時，こういった状況をさすために，Knowledge bottleneckなどという表現も流布して
いた．一方で現在は，質的な問題はまだあるものの，一個人の知り得る量の知識を一

面において越えるような知識ベースを短時間で Web，つまり情報爆発から構築するこ
とが可能になりつつある． こうした状況は２０年前とはいわず，１０年前に比較して
も非常に大きな進展があったと考えている．また，知識ベースとは言いがたいが，音

声認識や形態素解析などで利用する基本的な辞書に関しても，Web等から必要な情報
を獲得することが可能になっており，もはやそれほど解決困難な大きな問題ではない． 
	 また，音声認識に関して門外漢の著者が述べるのは躊躇するが，２０年前の音声認

識器は，語彙が限られていたり，門外不出のコーパスによってトレーニングされてい

たりでであって，分野外の素人からすれば非常に使いにくいものであった．一方で，

現在では，アルゴリズムを実装するときは想定していなかったような語彙数の大語彙

音声認識器を WWW上の情報，つまり情報爆発を元にして比較的容易に構築すること
が可能になりつつある． 

3. 現状：NICT MASTAR プロジェクトでの状況  

	 前節では，音声・言語処理研究を取り巻く環境のここ２０年での大きな変化につい

て，著者の認識を述べた．本節では，著者が所属する NICT MASTAR プロジェクト
での関連する研究開発，具体的には概念辞書，大語彙音声認識器，音声質問応答シス

テム「一休」の３つについてに述べる．NICT MASTARプロジェクト自体については，
プロジェクトホームページ	 (http://mastar.jp/)をご覧頂きたい． 
3.1 概念辞書  
	 まず，我々は，「概念辞書」という名称のもと大規模な知識ベースを構築しつつある．

これは億単位の Webページから様々な自動的知識獲得手法によって，単語の意味的分
類，上位下位関係(e.g., 大学/東京大学)や因果関係(e.g., ウィルス/風邪)，動詞間の含
意関係（e.g., 煮る⇒料理する），パターン間の言い換えの関係(e.g., X は Y を引き起
こす⇔Xは Yの原因である)など，言語表現間の種々の意味的関係などを抽出し，巨大
な意味ネットワークにしたものである．現在日本語の語約２５０万語をカバーしてい

る． 
	 こうした意味的関係は情報爆発以前から利用可能であった新聞等の少量の文書から

はまず高精度での取得が不可能であった．また，もう一つ重要なことは，概念辞書中

の多様で異なる分類，意味的関係が密接に相互に関連していることであり，我々の知

識獲得のアルゴリズムではこうした情報の相互作用をうまく活用していることである．

例えば，因果関係を持つペアを大量に取得するためには，「X は Y を引き起こす」⇔
「Xは Yの原因である」といったパターン間の言い換え関係が重要である．また，さ
らに「X による Y」というパターンによって「毒物による中毒」といった表現からの
因果関係を獲得しようとすれば，「学生による発表」といった因果関係以外の意味的関

係を表す表現で同じパターンとマッチするものと混同を防ぐ必要がある．こうしたパ

ターンの多義性による関係抽出の精度低下を防ぐためには X，Y 等の変数を単語の意
味クラスで制限することが有効であることが示されている．[3] 例えば，上述の「X
による Y」というパターンに関して言えば，Xを「化学物質」，Yを「症状」のクラス
に属する単語に限定すれば，ほぼ確実に因果関係を獲得できる． つまり，我々の概念
辞書の一部である単語の意味的分類が重要となる訳である．このように，こうした知

識獲得の研究では単一のテーマ，トピックだけを深く追求しても限界があり，複数の

研究テーマ間の関係をうまく利用しながら，研究を進める必要があるというわけであ

る．こうした視点自体も，我々は実際に大量の Webページをデータとして精査して行
く中でより強烈に意識するようになってきた．つまり，多少大げさな言い方にはなる

が，情報爆発は研究においてデータ，言語を見る視点そのものから変えつつあるよう

に思われる． 
	 概念辞書の重要なポイントは，それが Web上に書かれている意味的関係をある程度
網羅的に含んでおり，その帰結として当然のことではあるが，それが含む知識の量は

一面において一個人のそれをこえてしまうということである．これをうまく利用する

と，通常の検索エンジンでは見つけることが非常に困難な，意外でありながら有用な

情報を取得することが可能となる．[1] 我々は，概念辞書のこうした特徴は様々なア
プリケーションにおいて利用価値があるものと期待しており，また，後述する音声質
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問応答システム「一休」は実は概念辞書を自動構築するための手法の拡張であるが，

同様の特徴を持つように設計されている． 
	 なお，概念辞書の一部，あるいはその一部を取得するためのツールは ALAGIN フ

ォーラムを介して，無償，商用利用可ということで公開が進められている．ご興味の

ある方はフォーラム Webページ(www.alagin.jp)をご覧頂きたい． 
3.2 大語彙音声認識器  
	 ついで，音声認識についてであるが，NICT MASTARプロジェクトの前身の一つは
ATRにおける音声コミュニケーション研究所であり，当時から音声翻訳，音声対話を
ターゲットに音声認識器の開発が進められてきた．これまでは京都観光など，翻訳や

対話でターゲットとするドメインを念頭に作成されたコーパスをもとに辞書，言語モ

デルが構築されており，ドメイン外の音声入力への対応は困難であった．音声質問応

答システム「一休」の開発に際しては，従来より MASTAR プロジェクトで活用され
てきた音声認識のプログラムを利用することとし，一般ドメイン向けの辞書，言語モ

デルを新たに構築したが，その際には６億ページの Web文書をコーパスとして活用し
た．	  
	 より具体的に述べると，「一休」では一般ドメインを対象としているが，質問応答シ

ステムである以上，質問文のみを入力として認識すればよいので，Webから質問文の
みをパターンによって抽出し，言語モデル構築時のコーパスとして活用した．ちなみ

に語彙数は５０万語規模である．構築したモデルは，同量のテキストを Webから質問
文であるなしにかかわらず，ランダムにサンプリングしてモデルを構築した場合に比

較して音声認識の精度が向上したことが確認されている．[2] Web をコーパスして言
語モデルを構築することは過去にももちろん試みられているが，コーパスのフィルタ

リングのチューニングを除けば，計算機をまわすだけで非常に短期間で終わり，これ

までのドメイン限定のためのコーパスを多大なコストをかけて構築してきたことを考

えれば，非常にローコストで構築が可能である． 
3.3 オープンドメインな音声質問応答システム「一休」  
	 さて，これまで概念辞書と大語彙音声認識器について述べてきたが，この両者を組

み合わせて開発したのが，音声質問応答システム「一休」である．概念辞書の説明で

も触れたが，このシステムの開発の最終目標は，いつでもどこでも，ふとした「疑問」

を口にするだけで，意外でありながら有用な回答をある程度網羅的に列挙し，ユーザ

の思考における視野，オプションを広げ，ユーザがより適切な思考をする，あるいは

より適切な行動を取る支援を行うことである．開発では，まず，概念辞書における単

語間の意味的関係を抽出するツールを拡張，高速化し，質問応答のエンジンとして利

用できるようにし，次いで，そのエンジンに前述した大語彙音声認識器を接続した．

図１に示すように，一休では，スマートフォンに音声で質問を入力し，その回答をス

マートフォン上でブラウズすることができる他，スマートフォンに音声で質問を入力 

	 	     	  
	 	 	 	 	 	 	 	 一休の起動時	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 音声認識終了時 

   
	 	 列挙された回答をブラウズ	 	 	 	 	 	 回答の抽出源のテキストを表示 

	 	 	 	 	 	 	 	 図１: 音声質問応答システム「一休」の動作状況 
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して，PC 上のブラウザー上で回答を表示することもできる．また，回答はそれが抽
出されたテキスト，Webページにリンクされており，回答の妥当性をそうした抽出源
で確認することが容易にできる．また，音声認識，回答抽出の実際の計算はスマート

フォンおよび PC とネットワーク越しに接続されたサーバーで行われているが，この
サーバーのディスク使用量が 10TB と多めなものの，いわゆる通常の PC サーバーで
あり，また，１ユーザに対して Web６億ページから抽出された回答を提示するには，
そうしたサーバー一台しか要しない．（ただし，後述するように Web６億ページはよ
り大規模なクラスタを使って前処理をしておく必要はある．） 
	 具体的な質問回答のアルゴリズムに話を移すと，質問応答エンジンは以下に 3ステ
ップで回答を Web文書から抽出する． 
 

1. 音声認識器が認識した質問文を解析し，質問に回答を与えるパターンを推定する． 
 たとえば，「アトピーの原因は何ですか」に対して「Xが Yの原因（Y=アトピー）」 
2. Web文書を前処理して作成したデータベースに対して質問に回答を与えるパター
ンで検索し，回答の候補を求める．この場合，言い換えパターンも適用し，網羅

性を高める．たとえば，「Xが Yの原因（Y=アトピー）」ばかりではなく，「Xが Y
を引き起こす（Y=アトピー）」，「X が Y を誘発する（Y=アトピー）」や，「Y が X
に起因する（Y=アトピー）」などといったパターンを検索し，回答候補となる X
を求める．また，「Xによる Y」のように多義性の著しいパターンに関しては，X，
Yに単語クラスによる限定をつけたパターンによる回答候補の抽出も行う．例えば，
「Xが Yの原因」の言い換えパターンとしては「Xによる Y (X:化学物質,Y:疾病)」
のように X，Yをそれぞれ化学物質，疾病に制限したパターンも考慮する． 

3. 回答候補を，頻度や用いたパターンなどから評価し，ランキングを行い出力する 
 
	 このパターンによる回答の抽出は，前述したように概念辞書の構築で使われている

意味的関係の抽出ツールの拡張であり，Webから抽出されたパターン間の言い換え関
係の知識を用いた回答の抽出ということになる．こうした言い換え関係の中には，20
年前であれば，人工知能研究において「世界知識」と呼ばれたタイプの知識も含まれ

る．一例を挙げれば，「Xで Yが釣れる」というパターンは「Xで Y解禁（Yは生物）」
という単語クラス制限付きのパターンと言い換え関係にあることが Web より抽出で
きているが，こうした言い換えを用いた回答の抽出は過去の人工知能研究であれば，

世界知識を用いた推論の一例とされてもいいものであろう． 
	 この手法の難点は，一文内に適用されるパターンに依存しており，例えば，質問文

中の重要なキーワード(e.g., 「アトピー」)が，回答(e.g., 「黒カビ」)と同一文中に書
かれていない場合，回答の抽出が不可能であることである．また，このパターンは現

状，頻度の高いものだけをカバーしており，長くて複雑なパターンには対応できない

他，いわゆる Why 型，How 型のような，回答が文、パラグラフ等になってしまうよ
うなものには対応できていない． 
	 一方でいわゆる情報検索的なランキング，足切りは一切行っておらず，回答抽出の

対象である Web アーカイブのどこかにパターンに合致される形で回答が記載されて
いる場合には確実に回答が抽出される．これはある程度網羅的に回答を抽出できると

いうことであり，意外でありながら有用な情報まで提示することを可能にしている．

例えば，質問「アトピーの原因は何ですか」に対する回答「洗濯機」「洗濯槽」や，質

問「デフレを引き起こすのは何ですか？」に対する回答「ネット」，有名企業名といっ

た，意外でありながら，回答の抽出源となったページに従えばそれなりの説得力を持

つことが分かる回答までが表示される．前述したように，一休の開発の最終的な目標

は，ふとした「疑問」を口にするだけで，思考における視野，オプションを広げ，よ

り適切な思考をする，行動を取ることを可能にするであって，意外でありながら有用

な情報が提示されることはそうした支援の重要な機能である．また，一休は「シュー

ルレアリズムの提唱者は誰ですか？」といった，スタティックないわゆる百科事典的

知識のみならず，例えば，「（特急の）サンダーバードでは何を食べますか？」という

質問に対する回答（福井名物の）「鯖寿司」のように，ブログに書かれるようなダイナ

ミックな特徴を持つ経験談までも回答として抽出する．こうした機能も，ユーザの思

考の視野，オプションを広げる上で重要であろう． 
	 さて，「一休」には現状先ほど述べたような制限がいくつかあり，今後これらの制限

を解消すべく開発を進める予定であるが，それにもまして重要なことは，概念辞書の

データ，あるいは関連技術の蓄積があるとは言え，現状のシステムが非常にローコス

トで短期間に開発されたことである．実際に構想から，CEATECという展示会でデモ
を開催するまでほぼ３ヶ月しかなかったが，その期間で音声認識用の言語モデル，辞

書構築，ならびに，質問応答エンジンの開発を終了した．開発に携わったのは，４名

の研究員および，２名のプログラマであるが，ほぼ常時，研究員のうちいずれか２名

は出張，休暇で不在という状況であり，日々の実働は研究員とプログラマ合わせて４

名程度であった．また，質問応答エンジンそのものは教師なしの手法であり，この期

間中には，いわゆる質問応答のための正解データを作成し，教師あり学習を行うとい

うプロセスは全く踏んでいない．また，同様に音声認識の正解データが作成され，精

密なチューニングを開始したのは，CEATECのデモ展示後であった． 
	 こうした短時間，少人数の開発が可能になった一番大きなポイントは，大量のテキ

ストが利用可能であり，それらがそれなりのサイズのクラスタ上で常時利用可能であ

ったことである．非常におおざっぱな言い方で恐縮であるが，Web６億ページ程度の
テキストがあれば，各種の教師なしの知識獲得手法がそれなりの精度で稼働する．ま

た，計算リソースについて言えば，質問応答を行う前の前処理は実際の質問応答より

もリソースを必要とする．質問応答エンジンで使われた Web６億ページの情報を含む
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データベースや，言い換えパターンは，こうした開発期間中にクラスタによって計算

されたが，この計算には２０ノードのクラスタ(合計 160 コア，各ノードは 48GB 程
度のメモリと 16TB程度のディスクを搭載している．)を２ヶ月程度稼働させた．	  
	 こうしたリソースは極端に大きなものではない．実際，大学の研究室でもこれ以上

のリソースを占有可能なところも日本国内には存在しよう．本稿で一番主張したいの

は実はこの点である．つまり，大規模な Web文書を用いて，つまり，情報爆発を利用
して，２０年前には実現不可能であったようなアプリケーションを開発することは，

少なくとも実証レベルまでは，必ずしも大手企業の専売特許というわけではない．例

えば，現在は大多数の研究室には無理でも２，３年後にはそれなりの数の大学の研究

室でも可能になりそうである，ということである．また，著者はこうした情報爆発の

利用によって，アプリケーションのサブモジュールの精度にそれほど拘泥する必要も

なく，むしろアプリケーションのコンセプトや，深い意味処理の研究に専念できる環

境が整いつつあると感じており，より多くのグループがより野心的な音声アプリケー

ションの開発を行うことを期待している．もちろん，大量の Web文書をどうやって収
集するのか，という問題は残っている．現行著作権法では，Web文書のアーカイブを
他組織に提供するのはなかなか困難なようである．が，例えば，著者は大学の教官を

務めていた時に，学生とともに１億ページ弱の Web文書は自力でクロールし，研究に
利用していた．計算機の性能が向上した現在であれば，若干時間をかければ，６億ペ

ージを自力で収集するのもそう絵空事ではないように思われる． 
	 では，仮にそうした研究環境を前提条件とできる時に，今後何を研究すべきか．次

節ではその点について私見を述べる． 

4. 今後の音声アプリケーションの開発：言語処理研究者の私見  
これまで音声質問応答システム「一休」を例にあげて，情報爆発が open domainな
音声アプリケーションの開発をコンセプトの実証レベルではあるが容易ならしめた例

を見てきた．今後，「一休」の回答の質，量を向上させて行くことは当然としても，今

の「一休」のレベルを越えて，より実用的な音声アプリケーション，あるいはキラー

アプリを作るためにどうすべきなのか，私見を述べてみたい． 
まず，最初に断っておきたいことは実はテキストベースの質問応答システムに関し

ては，著者自身悲観的であることである．これは，適切な質問を formulateするのは，
かなりユーザにとって負担が大きく，回答の質が今よりも向上したとしても，システ

ムが使われるのはニッチな状況になるのではないか，という予想に基づく．ではなぜ，

今回，音声質問応答システムを開発することになったかと言えば，音声入力はその精

度が十分であればユーザの負担を軽くする可能性があること，ならびに，いつでもど

こでもふとした疑問をスマートフォンに向かって口にすれば解決できる，という状況

はなかなか魅力的に感じられたからである．しかしながら，そうは言っても適切な質

問を formulateする負荷が完全に払拭できるとは思われず，今後はそうした負荷をさ
らに軽減する方法や，さらに音声アプリケーションを介して実際に取ることができる

行動，つまり，商取引も含めた実社会でのアクションの範囲を拡大する枠組みを検討

する必要があると考えている． 
以下では，こうした前提で，今後の音声アプリケーションに関連してあるいは推進

すべき研究の方向性について私見を述べてみたい．いずれも今すぐ解決が見込めるよ

うな研究の方向性ではないが，本稿で示したように，Web上の情報爆発やそこからの
知識獲得を用いることでじょじょに解決していけるのではないかと考えている． 

 
1. 質問文にかぎらず，簡単なキーワードや肯定文も含めたユーザの入力から

ユーザが興味をもつと予想される質問文の候補を推論し，ユーザになんら

かの手段で選択させる．例えば，病名が入力されたとすれば，その治療法や原

因，食材名が入力されれば，レシピ名等を問う質問など，関連が深そうな質問

でシステムが回答できそうなものを推定しユーザに提示する．音声認識の負担

を減らすとともに，個々のユーザからすれば，意外な質問を経由して意外な情

報を取得することにつながる可能性もある．また，発端となる入力は例えば，

情報アクセス以外の意図をもって発せられた tweetなどを想定しても良い訳で
ある．また，以下の 2,3で述べるような方向性の研究に見通しが立てば，そうし
た推定の結果は質問文に限定する必要はなく，一般にユーザの発話から，ユー

ザの取りたい行動を表す言語表現や，取得したい情報の仕様を推定することに

一般化して考える必要があろう．そのような意味でこの種の推論は，過去の人

工知能研究において提唱された plan recognition[4]の一種と捉えてもよいかも
しれず，非常に興味深い問題となる可能性があると考えている． 

2. 情報のより深い分析技術との連携を行う．例えば，現状の一休であっても，

質問の回答の信頼性を分析するために，回答を抽出したオリジナルの文を NICT
が開発している，情報の信頼性を分析するための情報分析エンジン

WISDOM( http://www.wisdom-nict.jp/ )[5]のクエリーとすることは極めて容易
な拡張で実現できる．今後，このような実験も行って行く予定である．また，

より多様な情報分析機能を，言語処理技術により実現して行くことと合わせ，

こうした連携機能は，スマートフォンでの情報アクセスをより多様な観点で行

うことを可能とし，利便性を高めるのではないかと期待している． 
3. 多様なバーティカルな Web サービスとの連携を図る機能を実現する．実は

２節では全くふれなかったが，音声アプリケーションと関連すると思われる近

年のもう一つ重要な変化が，Web上に実際の商取引を行うものまで含め，多種
多様なバーティカルサービスが存在するようになったことである．例えば，Web
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以前に，切符の予約など，世界でのタスクを実行する対話システムを構築しよ

うとすれば，そのタスクを実際に実行するモジュールを構築する必要があり，

幅広いトピックに対応できる対話システムを構築する際のボトルネックとなっ

ていた．こうした問題は Web上にある多様なバーティカルサービスを活用する
ことで解消することができ，また，魅力的な音声アプリケーションを構築する

ステップとなるかもしれない．例えば，特に具体的な Webサービス名に言及す
ることのない，「１０分後以降に東京駅で乗れる新幹線」といったユーザの自然

な発話から，推測される切符の条件を指定したうえで切符の予約サイトの画面

をスマートフォン上に表示するなどといったことが可能になれば，具体的な

Webサービスに関する煩わしい事前知識なしで，いつでもどこでも利便性の高
い情報サービスを享受できることになる．もちろん，少数の Webサービスに対
して，こうした連携を行うインターフェースを書いてみることは容易であるが，

広範囲の発話を状況に合わせて多様なサービスにマップさせようとすれば，１

で述べたものに類似した一種の plan recognitionの機能は必要と思われるし，
やはり一種の knowledge bottleneckやマッピングにおける類似サービス間での
conflictが生じるものと予想される，こうした問題を如何に解決するかも興味深
い研究課題であると考えている． 

 

5. 結びに変えて  
本稿では，音声質問応答システム「一休」の開発において，近年の自然言語処理研

究を取り巻く変化，特に情報爆発が如何に有効であったかについて述べ，また，今後

の音声アプリケーションの開発の方向性について私見を述べた．著者は音声認識に関

してはほぼ素人であり，本稿中では誤った，ないしは時代錯誤的な認識等があったと

すれば平にご容赦のほどをおねがいする次第である． 
とはいえ，せっかく機会を与えられたこともあり，一門外漢からの音声認識研究へ

の希望をあえて述べる．スマートフォンの登場で，音声アプリケーションの可能性は

非常に高まったが，それでもスマートフォンを口に近づけて音声入力をするというの

は，依然としてユーザへの負担が高いかもしれない．個人的には，例えば自宅であれ

ば，どこにいても発話が認識される，あるいは屋外であっても，何らかの方法で，ス

マートフォン等のデバイスに注意を向けることなく，音声認識が行われるような環境

を是非とも実現していただきたいと考えている．そうした環境の実現は，音声・言語

処理技術の真の意味でのキラーアプリにつながる大きな一歩となるのではないかと考

えている． 
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